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内 容 梗 概

最近のクロスバ自動交換機の若い､発達と普及に伴い,且動式構内交換機における各棟付帯サービスに関す

る顧客の要求もバラエティに富み,多種多様の付帯装田,特殊宅内装択カミ開発された｡加えて昭和35年11月,

公衆電気通信法施行規則一部改正に関する省令の制定により,交換機付帯設備の自習範闇が拡大され,付帯サ

ービスに対する要求に血中をかけた｡本文では,

に付帯設備されて好評を博している各

l.緒 言

吋…正

最近口_〟掛侶所戸塚ユニ場において開発され,各種構内交換機

して説明する｡

自動式構内交換機付帯装置として,従来,夜間転送装f払 いっせ

い指令 置,自動連接線装間などが実用化されていたが,クロスバ

自動交換機の老い､発達,普及に伴い,秘書交換装置,会i; 装m,

録音再生装置,自動ダイヤル装置など,付帯サービスに対する顧客

要求も多種多様にわたってきた｡昭和35年11月,｢公衆電気通信法

施行規則一部改正に関する省令｣が制定され,交換機付帯設備の自

営範囲が拡大され,｢加入電話などの付属設備の技術基準に関する

規則｣によって,留守番電話装置,録音再生装置,自動ダイヤル装

置,通話録音装置,特殊簡易交換電話装置(キーテレホン),特殊付

属電話機,特殊送受諸装置(ハンドフリーテレホン),スピーカ呼出

し装
,夜間転送装置,受託増幅装置,着信表示装置(ベルライト電

話機),など12種目の自営が許可されることになり,付帯装置,宅

内装置に対する顧客要求に拍車をかけた｡

また,自動交換機技術の発 に伴い,中継線,加入者線の線路の

延長,中継線の誘導障害防止などの高性能をもった機種として,内

繰延長継 器群,音声周波ダイヤル装置,トーンリンガ自動連接線

装置など,線路条件の悪い場所でも使用できる装~置,また少ない線

路を有効に使用する自動連接線

の開発,実用化が急がれた｡

匠, 線装置,連接 な置賂線

構内交換機付帯装置は,上述のように多種多様にわたり,またそ

の納入先も種々様々であるため,同一機種でも内容が顧客により千

差万別である｡これらを整理統合し,あらゆる顧客要求にも応ずる

ため標準化することが今後に課せられた問題であるが,最近開発さ

れ,実用化された付帯装置で,一応 し,広く顧客

に納入して好評を博している椀種につき紹介することにする｡

2.特殊電話轢および付属品

一般用電話機としては4号A自動式電話機を使用するが,用

より,これに若干の棟能を付加した特殊電話機ならびに付属品があ

る｡

2.1ベル音ソフト電話機

この電話機は,電話機が2台併置される場所において,電鈴音質

の相違により着信 別を容易ならしめ.あわせて快い音色を出すよ

う設計されたもので,普通の4号電話機のベルゴングは鉄製である

ため打 音が比較的大きく,また会いんに乏い､が,ベル音ソフト

電話機はゴングの材質を黄銅とし,またゴングの内部に共鳴器を取

り付けてある｡ソーナグラムによりベル昔の音質比較をした結果ほ

第l図に例示したとおりで,

*
日立製作所戸塚工場

いんがきわめて長く,改善の効果が
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第1図(b)普通の電話機のゴング相性
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第2固 着信表示ラ ソ プ付電話機

顕著である｡

2.2 着信表示ランプ付電話磯

この 話機は の4号電話機にネオンランプを取り付け,着信

時にベル鳴動と同時にランプが明滅するようにしたもので,外観は

弟2図のとおりである｡ネオンランプは局から

クル信号電流で点火させるので特に局部電

られてくる16サイ

を必要とせず,取り扱

い,保守が容易である｡この電話機は着信を日で確認できるので,

同一場所i･こそれぞれ別回線に属する複数個の電話機が瞬かれいる場

合にいずれの電話機のベルが鳴っているのか一｢lで判別できるの

で,騒音の高い場所でベル音がよく聞えないようなときにも確実に

着信‡電話 表示できて便利である｡

2.3 電話傍聴用品

複雑な 務を多くの人が同時に分担して処理することの多い部分
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第3岡 ′iE話傍聴ノ~11■汀- 第4図 秘 話 装 置

に使用する第三者への通話傍受装置で,通話内督の 要性に応じて

その内容を2,3の関係者にも聞いておいてもらうことができるの

で,相互の

くのに便利である(｣本品は標

し,また関係者に伝え直す手数を省

4号電話機の下部に装置し,ジャッ

クにイートホーンをそう入して通話内容を傍受するエうにしたもの

で,イヤホーン1‖l路4個を謂け,耳穴そう人形イヤホーンを班川す

る｡

2.4 秘 話 装 置

経理,人 など秘密を要する通訊勺容を扱う部門iこは秘話装吊オ

必要である｡これは並列に接続された電話機あるいは交換手などiこ

も通話内容を傍聴されては困る場合,本装躍を設腔L,必要に応じ

て通詔当事者のボタン操作により私講通話と普通通話のいずれにも

切り餅えうるようにしたものである｡第4図にその外観を示す｡秘

話の方法は搬送波変調方式によるもので秘話 蹄の搬送波は 2,100

サイクルとし,伝送帯域は300～1,800サイクルを選んである｡

秘話 和こおいては,通話老双方とも秘話状態か,または普通通

話の状態でなければ通話ができない｡また,中継台経血の通話でほ,

普通通話で始まらないと交換手と話ができないので,電話機の送受

話器をあげたときは常に普通通話状態で,通話中相手方と合意の上

で秘話ポタソを押すことにより秘話状態となり,また普通地謡ボタ

ンを押すか送受話器をかければ1′l動的に~汗通過i蹄こもどるように設

計されている｡

木装腔の仕様を次に列記する｡

(1)操作箱は卓上形金属製きょう体(幅220×高90×奥290mm)

で,上部に電話機をのせる｡

(仝トラソジスタ式エリミネータ電源を別 設置する｡)

(2)伝送方式は4株式で,入力インピーダンス600オーム,搬

送波は2,100サイクルを使用している｡

(3)発信用周波数安定度は電 電任変動100ボルト±10ボルト

に対して,周波数変動0.05%以下である｡

(4)搬送波漏えい量は搬送汲-ト5dBで-65dB以下,またS/N

比は-60dB以~Fである｡

(5)総合周波数持性は滞凝内偏差が300サイクルで一3.5dB以

下,1,800サイクルで-3.5dB以下である｡

(6)低減濾波器の 断周波数は1,800サイクル｡

(7)使用電源はA.C.100ボルト,50または60サイクルである｡

3.宅内サービス機器

構内交換機の内線または直接局線に接続して,電話加入都′こ特殊

な宅内サービスを与える 経として開発されたもので,A形および

クロスバ式構内交換機に付帯設備して好評である｡

3.1自動ダイヤル装置

本装置は電話機匿付属して使用するもので,使用ひん度の多い電
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節5図 自動ダイヤル装置操作箱

節6同 日動ダイヤル装置継電器籍

第1表 白動ダイヤル装置機能一覧表

ダイヤル数字蓄析容量

最 大 け た 数

イ ン′
ノバ

ル ス 周 期

イン㌧ペルス ノーク比

ミ ニ マ ム ポ ー ズ

ルーープ聞結よリイソ/こルス送出までの時間

反覆呼州し時の持合せ時間

反:覆:呼こ 川 Ll項数

インパ′レス送出後の局線保留時間

20紐

4けた(7けたまで可能)

100士10ms

33士3%

約700ms

約 3秒

約50秒

5r司

呼呼〓〓15

話番号をあらかじめ記憶装澤にセットしておき,使用の際は単に所

望の相手加入者に対応するボタンを押すことにより自動的にダイヤ

ルパルスが送出されて相手を呼出すことができるものである｡

構成は卓上操作台,継電器箱,電 装置よりなり,卓上操作台は

机面に埋め込まれ,設置後は机上には操作部がわずかに頭をⅢすだ

けで,きわめて体裁よく作られている(第5,d図参照)｡本装置の特

長は下記のとおりである｡

(1)ワンタッチ呼出し方式

操作盤前面の脚乎老ボタソ(20加入者分)のうち所望の被呼老

に対応するボタンを押すだけで【_1動的に相手を呼出すことができ

(2) 日動反覆呼出し

反覆呼出しをしたい場合,スイッチを反覆呼出し側にセットす

れば被呼者話[いのとき約50秒の1瑚隔をこねいて5同まで日動反覆

呼出しできる｡

(3)呼出し音,話中音および被呼者応答の音声がスピーカより

聞える｡

被呼老呼出し音,話中音または被呼老応答時の音声がスピーカ
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第2衷 コールバック電話装置一覧表

(/) 月形自動交換庚用

(A形自動交換機)

〟川-♂朗肋

(2)クロスバ自動交換捜用

(月ズーJ自動交取扱)

第7図 コールバック電話装置中継方式図

第3表 不在転 送 装 置
一

覧 表

(A‡-J自動交換凍)
■被転送電話機

第8図 不在転送装置中継方式図

より聞かれるので,発呼老ほ相手の話･-いまたは応答を送受話器を

とらないで確認できる｡

(4)被呼老記憶番号の組み替えが簡単にできる｡

被呼老番号記憶装置はカードそう入式になっており,金属片を

そう入する位置を変更するだけで簡単に番

置の機能を弟l表に示す｡

3.2 コール′くック電話装置

きでカ る｡本装

A形およびクロスバ式日動交換機の内線加入回路に付加し,加入

者は発着信いずれの場合でも,通話中電話機の押ボタンを押すこと

によりもとの通話回路を保留したまま他の内線に発信通話でき,ふ

たたびボタンを押すことによりもとの通話回路にもどることのでき

る装置で,局線と通話中,他の内線と打ち合わせの必要が生じた場

合便利である｡内線電話様にはボタン付電話機を使用する(弟2表,

弟7図参照)｡

3.3 不在転送装置

日動交換機の内線加入者回路に接続され,不在の場合に別途設け

られた不在押ボタンを押しておけば,

ていた他の特定内線

信呼があらかじめ定められ

話機に日動的に転送される装置である(第3

第4表

日立評論別冊節46号

自動共電リレーグループー覧表

(/)薯ひも中継台用

呼出ジャック

(～)無〃も中継台用

第9匪l｢1動共電電話装置中継~ノブ式岡

第5表 内繰延長リレーグループー監表

表,第8図参照)｡

3.4 自動共電電話装置

日動交換機の内線加入老【川路および小継否に接続され,内線電話

楼にはボタン付 話機を使用する｡内線加入者が送受話器をそのま

まあげれば中継台に接続され,また電話機のボタンを押しながらあ

げれば‖動佼換機に援統される(第4表,弟9図参照)｡

4.加入者線線路補償装置

一般に自動交換機の内線線路抵抗は最大1,200オームを基準とし

ているが,ケーブルの細心化などにより最近でほ1,200オーム以上

3,500オームまでの補償が必要となった｡また通話線への電力線から

の誘導電圧による障害防【Lを考慮した斯い､装置が開発され実用化

されている｡

4.1内線延長継電器群

自動交換機加入者の内線線路抵抗が1,200オーム以上になるとイ

ソパルスの伝送ひずみが大きくなり,加入者 話機のダイヤルで自

動交換機が確実に動作できない｡自動交換枚の内線回路に本装置を

付加することにより,内線線路抵抗3,500オ･-ムまで延長して使用

できる(弟5表参照)｡

4.2 音声周波ダイヤル装置

日動交換機加入者の内線線路が電力線に並行して設置されている

場合,電力線より通話線への誘導電圧により自

76

交換機のインパル

ス受信リレーが誤動作することがあり,また誘導雑音により通話が

妨害される｡このような誘導障害を防止するため,加入者線路を交
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第6表 苦声周波ダイヤル装置一覧表

第10ド宅1音j=り甘紋ダイヤル装置中継方式図

第11図 1回 線 用 夜 間11継装 置

(AA-201夜借H~-継装置)

(∂)ん仁〟/~夜間中継装置(爪形n交用)

(ム)月山･/回線用夜間中経装置(〟-J白文用)

夜閻中継レジスタ

第12図 1回線用孜甘r｢-継装置小継プノ式図

第7表 1回線用夜間中継装置一覧表

換機および宅内装置より完全に絶縁し,

響を少なくするための

線路 ずる誘導 雑音の影

筐で,加入者のダイヤルインパルスは音声

周波に変換されて伝送される(策d表,第10図参照)｡

5.交換横付帯サービス装置

A形およぴクロスノミ自動交換機に付帯設備される特殊サービス装

置で,クロスバ自動交換機の開発によって摘草をかけられ,広く自

(∂)舶-Zβ∫夜闇中越県置川形白交用)

(∂)パ〟-J∫回線､用夜間中細鼓置(バ′炸J白文用)

マーカ 夜間中経レジスタ

第13図 5回線用夜間中継装置中継力式図

第8表 5回線用夜間中継装置一覧表

動式1こ~撞再交換機に設備されて好評を得ている｡

5.】夜間中継装置

中継否に収容されている局線せ夜間本装声引こ切り懲え,

し,それを内線に転送する装置で,夜間切り

ていない場合には一般内線

局線より

えされ

話機として使用しうる｡局線1回線用,

局線5回線用および中継台に収容されている局線をすべて切り替え

できるものなどがある｡

5.1.11回線用夜間中継装置

局線1同線を夜間受付電

を内線に転送する

受付

機(第11図)に切り替え, 線着信

匠で,夜間局線より着信があった場合,夜間

話機にて応答L,他の内線へ転送する必要のある場合は電

話機の押ボタンを押したのち他の内線を呼出し,夜 電付受問

の送受話機を下せば局線と付線が接続される｡また夜間切り替え

されていない場合は夜間受付電話機は一般内線として使用でき

る｡

1回線用夜間中継装置の機能は次のとおりである｡

(1)局線発信

(2)局線よりの着信を内線に接続する

(3)局線を呼出したのち内線を呼出し,両者せ接続する

(4)内線発信

(5)聴話,再呼び

(6)甲,乙差別接続可能

弟12図に1回線用夜間小継装置の中継方式図を,弟7表に装

置一覧 を示す｡
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第14岡 ノ笥線全回秋用夜間中継装置

(AKC-2B夜間受付子i)

マ1力 座席レジスタ

第15図 h)線全回祝用夜間中継装置中継方式岡

(AKC-2B夜間小継装『)

5.l.2 5回線用夜間中継装置

局線5同線を夜間中継装抑こ切り替え,局線着信を内線に転送

する装程で次のような機能を右する｡

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

局線発信｡

局線よりの着信呼を内線に接続する｡

局線および内線を呼出して相互を接続する｡

聴話,割込み,強制切断,再呼び｡

内線発信｡

i力線よりの茄信に応答｡

甲,乙差別接続可能.〕

夜間切う替えしてないときは内線発着信可能｡

弟13図に5回線用夜目二臣｢■継装椚の中継方式図を,弟8表に装

匠一覧 を示す｡

5.1.3 局線全回線用夜間中継装置

本装程は無ひも式局線中継台の接続l司路をそのまま利用して,

全局線を夜間切り替えする装腔で,AX-3形クロスバ∩動交換機

の無ひも中継台に,夜間切 電けんと数個の継電器よりなる付加

継電器群(AX･-3中継台付加ユニットB･-OB)を設けるだけで,ヰー

継台に収容されている全ノ.J線を夜間切り えできる｡なお夜間受

付操作箱には内線発着伝州蘭1lTil路を収容しているので,一般内

線電話機としても使用できる｡AKC-2B夜間受付操rF箱はrF上形

鋼板製で,高さ約150mm幅400mm奥行250mmである(弟14

図参照)｡弟15図は本装鍔の中継方式闇を示す｡

5.2 幹部秘書電話装置

A形またほクロスバ式自動交換機に付属設備され,幹部および秘

書の電話交換に使用される装置で,収容回線数および機能匿より次

の各種装置が 用化されている｡

5･2･15回線用幹部秘書電話装置(AKC-1幹部秘書電話装置)

秘書受付台1台に対し幹部 話磯5回線を収容し,幹部秘さぎの

相互通話,幹部より自動発信,秘書呼び,中継台呼びなどがボタ

ン技r印こより自由にできる装躍で,次に示す機能をもっている｡

(弟1d,17図参照)｡
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口立評論別冊第46号

第16図 5回線用幹部秘讃電話装置
(AKC-1幹部電話機)

第17[鷲15回線用幹部秘書電話装置

(AKC-1秘書受付台)

軌月中泌台

第18岡 5回線用幹部秘書電話装筒中継方式図
(AKC-1幹部秘書電話装置)

第9表 5回線川AKC-1幹部秘計電話装置一覧表
(AKCll幹部秘書電話装置)

適用交換腰

AKC-1幹
部秘書電話装
置

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

使用機器 実 装

AXM-

53K/G
C-61枚

AXM→

54K/G
C-61枚

AXM-

55K/G
C-4 2枚

操 作 函

AKC一幹1部装置
(4号TEL併用)
高75×幅170

×奥255mm
鋼板儲

AKC-1秘書台
高140×幅400

×奥300mm
卓上形鋼板製

備 考

幹部
5回線用

幹部のl二l動発着㍍ガできる｡

幹部より押ポタソ操作により小継台接続できる｡

幹部より｣lllボタン操作により秘書受付台呼びができる｡

局線着信を秘書が受付け,幹部に転送できる｡

秘吉受付台は押ボタンにより砕部を呼出すことができ

る｡

(6)秘書の自

弟】8図に本

示す｡

発着信ができる｡

置の中継方式岡を示し.弟9表に本装置→覧表を

5.2.2 40回線用秘書交換装置(ÅXC-3秘書交換装置)

秘書交換台1台または2台に幹部電話械40[司線を収容し,幹部

相互の交換接続,幹部と秘書,または幹部と日動交換機内線との

相互交換接続を行なう装匠で,秘書交換台には録音再生装置が設

備され,幹部あるいは自動回線の通話を録音再生できる｡本装置
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パ朋-2 マーカ

弟19i宝!40回線用秘二ごヰ手交換装石畳中継プノ式図

(AXC-3秘さF交換装置)

第10表 40同種用秘書交換装躍一覧衣
(AXC-3秘占交換装臣)

｢~→-!や
L

町TlI[
lヾ･:ご■､.■ l-‥11

T

l

.l､-
1

露文頚

第20図101叶緑川秘~こ∃:交換装置中継方式図
〔AKC-5秘書交換装置)

第11表10回線用秘書史換装置一覧表
(AKC-5秘書交換装置)

適用変換機l竃源l使用機器l実 操作箱l備 考

AA-4扱者.
K/G l仁AKC-5

AXA-16

K/G 5

AXA-17

KG I

AXM-108

KG lO

(または
AXⅣト109

K/q)

の叶一継方式図を第19図に,本装置の一覧

お本装置の機能は次のとおりである｡

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

秘テ千!交換
卓上形鋼板製

高170×幅500

×奥248mrn

幹部10回線用

(幹部電話機
はHSA-501

ボタン付電話
機)

を第】0表にホす｡な

幹部相互通話の交換接続

幹部の自動発信

幹部の秘書呼びおよび市坪び

秘書の｢1動発着信

秘書の幹部呼出しおよび割込み通話

自動より秘喜台経H-【幹部への弟信通話

第21図 5回 線 用 秘書 交 換

(AKC-6秘吾交換需)

第22図 5回線用秘苔交換装置中継方式図
(AI(C-6秘書交換装置)

第12表 5回線用秘書交換装置一覧表
(AKC-6秘書交換装置)

AKC-6

秘書交換装置
AX･-3クロス

パ自助交換胤
さ48V

ワイヤスプリ

ングリ レー

平形リレー

AXM-

132K′/G

C-83枚SL
AXA-19ト

ランクK/G
C-85牧SI｣
AXA-20

扱者K/G
C-81枚

幹部より秘書台を経山しての日動発信

幹部と自動との秘書台による待時接続

幹部および白動通話の銀音再生

5.2.310回線用秘書交換装置(ÅKC-5秘書交換装置)

秘書交換台1台に幹部電話機10阿線を収容し,幹部電話機と小

継線または日動交換機の内線との中継接続に使用する装『亡で,次

の機能を有する｡

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

幹部の秘書呼び

幹部の秘書台経山自動発イ言

幹部の中継台呼出し

幹部の口勃発倍

白動より秘書台経由幹部への着信通話

秘書の幹部呼出し

幹部と1二†動との秘喜による待時接続

本装置の中継方式図を弟20図に,装置一覧表を弟1】表に示す｡

5.2.4 5回線用秘書交換装置(AKC-d秘書交換装置)

秘書交換台1台に幹部電話機5回線を接続し,幹部電話機と[J

動交換機1勺緩または中継経との中継接続に憮川するほか幹部,自

動通話の録音再生ができる｡(弟21図参照)本装揮のおもな機能

は次のとおりである｡

(1)幹部の秘書呼びおよび再呼び

(2)幹部の秘書台経由自動発信,および伯叔l'1動発信

(3)自動より秘書台経由幹部への着信通話
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第13表 いっせい指令電話装置一覧表

適用交換揆

AA-1

いっせい

指令装匿

AA-2

いっせい

指令装置

AKC-2
いっせい

指令装置

A形
自動交換機

AX-3クロス

バ[1動交換依

使用磯器

水平形リレー
乎形リレー

水平形リレー
平形リレー

ワイヤスプリ

ングリ レ【

実 装

加大音~而~
7号鉄板1枚

2I｣

共通R/G
7号鉄板1枚

加入者R/G
7号鉄板1枚

21J

共通R/G

_て嘩_蔓延_5_阪AXM-

95R/G
C-81枚2上｣
AXM-

94R/G
C-8 2枚

AC-1amp.

C-8 1枚

交 換 機

操作箱

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)
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第23図 ク ロ スバ用一斉指令装置
(AKC-2一斉指令電話装置)

(射■ん卜/およ乙りり-2し､っせし､指令装置(ん障自交用)

(∂)パ〟ご-∠いつとし､指令装置中経方式団

セレクタ

ん㍑h打邦人着船 AトJクロスバ白文

第24図 一斉指令電話装置中継方式図

自動より直接幹部への着信

秘書の幹部呼出し,割り込み,強制切断

幹部と自動との秘書による

秘書の自動発着信

時接続

幹部および自動通話の録音再生

弟22図に本装置の中継方式図を,弟12表に本

示す｡

5.3 いっせい指令電話装置

置の一覧表を

A形またはクロスバ式自動交換機に什属設備され,指令老が押ボ

タン操作により特定の内線電話機を呼出して指令通話を行なう装置

で,収容回線数および機能により弟13表に示す各種装置が実用化

第14表

特 集 号 日立評論別冊第46号

議 電 話 装 置 一 覧 表

第25Lき¥】市 外 議 装 置(本体)

＼∴､ト､予､1:‥二こミミー､､｣
軸囁噂囁

第26図 市外会議装置(ミキサー部)

されている｡(弟23,24図参照)

5.4 会議電話装置

A形またはクロスバ式∩動交換機に付属設備され,電話機または

マイクロホン,スピーカにより相互に会 通話のできる装匠で,第

】4表に示す各種装置が実用化されている｡

5.5 市外会議装置

銀行,商祉などの本店と安居2筒所の会議室に設岸し,3者をそ

れぞれ4線式市外専用線で結び,会云 申の周囲に前席した数名の会

者の中央にマイクロホン2個ないし3凧 スピーカ1個ないし2

個を取り付け,送受器を用いないで,マイ

る会議通話を行なえるようにしたもので,

する場合を考慮Lて秘話装置を組み込み,

せば秘話による会

とおりである(策25,

(1)会

クロホン,スピーカによ

特に会 内容が秘密を要

3老とも秘話ボタンをお

通話に切り替えることができる｡構成は下記の

2る図参照)｡

装置本体(卓上または戸棚に収容) 1台

a)金属製きょう体(262×168×325mllュ)仝トランジスタ式送

受話増幅器および秘話装置組込で,k送方式は4線式,入

力インピーダンスは600オーム｡

b)増 幅 部

スピーカ回路の出力

受話利得

送話利得

c) 電 源 部

A.C.100 ボルト

50ないし60サイクル

(2)マイク増幅器(机上に設道)

a)金属製きょう体(265×110×175mm)

b)マイクロホン回路

5回路実装で各600オーム

単独古屋調整可能

最大利得 35dB

1ワット

最大 40dB

最大 45dB

1台
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第15表 白 動連接線装置一覧 表

(1)自動連接線子電話装置一覧表

(2)自動連接線リレ】グノレープーー監表

品 名

AAP-

1R/G

AAP-

2R/G

AAP-

3R/G

AXP-

2R/G

AXP′-

3R/G

AXP-

4R/G

C)

適用交換機 使用機器

(/)A彬自動交模援用

電

rz)クロスバ自動交複成用

備 考

3数字用,い/)せい指
令隆能,試験回路なし

4数字用,いっせいi-｢7
令機能,試験回路なし

4数字用,いっせい指
令機能,試験回路なし

っせい指令機能,試験
回路あり

ターミナル/ステイシ

ョソ,いっせい指令機
能,試験些阜L
す二丁ナル/ステイシ

ョソ,いっせい指令機
能,

クロスバ自交

須27｢又l自動通牒摘折艮殿中甜 ノノ式l又l

A.C,100 ボルト

50ないし60サイクル

ベロシティマイクロホン

スピーカ

クリスタルイヤホソ

2ないし3個

1ないし2個

なお本装置はスピーカとマイクロホンの音響結合によるハウリン

グを軽減するため,部屋の反響を少なくしたり,横器配眉を適切に

するなどの考慮を必要とする｡また秘話による明瞭度低下はイヤホ

ン丹こ切り替えてこれを補うことができる｡

5.る トーキー装置

A形またはクロスバ式自動交換機に設備され,特殊番号ダイヤル

により,一般通達串項,株式市況,天気予報その他種々のテープサ

ービスを行なう装置で,空番,空段ダイヤルのときなども,発呼者

にその旨を伝えるテープサービスを行なうこともできる｡本装跡こ

はAC-4トーキ装置とAC-2テープレコーダを使用する｡

る.連接線装置および集線装置

電話設備費における加入者線路 の占めめる割合ほ少なくない｡

この項でのべる一連の装置は,特に線路を節約して,多くの加入者

で能率よく線路な使¶できるよう開発された装置で,主として 鉄,

踪 お よ び 宅 内 装 置

第16表 トーンリソガ自動連接線装置一覧表

口U 名l適用交換機lTE 源

AAP-

4R/G

AXP-

6R/G

使用機器l実 装

48V
DClOOV

48V

DClOOV

水平形リレー 7ぢ一鉄板8杖

9鉄板3枚2工｣

備 考

4数字川,い-=つせ
い指令機儲漉しノ

イラ

4 信一[チ発牛ソ
C-6 2杖

第17表 集 線 装 置
一

覧 表

機

人‖
指せ

つしいな
.能

適用交換機l電源
1

使用機器

AC-3A A形およ
隼三根装置いコスパ自

ハUCA
叩虹巻線催小

局

ク′び交
㌍源装電

■
一
卜
許
山
へ

ク･¶ハ

48V

局外装置L
は甘電源･

局内装置
水平形リレー
平形リレー
EKスイ㌣チ
~~~局外蛮匠
ワイヤスプリ

ングリ レー

EKスイッチ

局内装置
ワイヤスプリ

ングリレーー

EKスイッチ

局外装置
ワイ17スプリ

ンブリ レ,････′

EKフ､イッチ

第28図 集 線 装 置

(AC-3A tに一線基瞑局外装置)

加
申
割
線

申
制
線

加局

老
練
繰

入
継
御

杭-

1
入
と

入
継
御
路
1
人
と

,2者
00

番
同

者

抗

線
練
択

.2者

同

n=.リ

考

4
5
1

2

8
ハ
り
1

41

以COハU

親ほ∵.■番
一

電鉄会社などの交換装置に設愉され好評である.｡

る.1自動連接線装置

△.1.】放電管式日動連接線装追

放電管式8共同用の自動連結線裳mで舞15表に示す呑椰悪評｣二

がある｡弟27図に本装躍の･い継プ了式図を′Jミす｢.

る,】.2 トーンリンガ式自動連接線装置

放電管式口動連接線装掛こ代わるため,交流電化地L如こおける

誘導障窯対策として開発された8共同用自動連接線髄脳で,次の

特長をもっている｡

(1)局内継電ぷ辟と局外子電話装眉よりなり,子電話装罠は

標準の4一片電話機に付加ユニットを接続Lたものである｡

(2)子電話装躍は信号の帰路に地気を利用していないので,

線路と大地問の交流誘導電圧により誤現職弓~ることがない｡

(3)同一回線は子電話装置8個む連接接続して佐川する｡選

別呼山し周波数は478,532,591,665,729,810,900,1,000

サイクル±1%である｡

(4)子電話 匠には,回線の話中表示ランプがついている｡

(5)同一回線相互の呼出しは単独電話機と全く同様の取り扱

いでよい｡

第16 覧一の監装本に表 を示す｡

d.2 集 線 装 置

比較的呼量が少なく,交換局から遠距離碇ある加入者 同に対し

て加入者線路の使用能率を増大せしめ,線路費を節約するために使

用される装繹で,A形またはクロス′ミ式n朔痙雄帥粧二什征して設備

される｡

本装

81

の中継方式図を第30図に,装択一覧蓑を舞17表に示す｡

(弟28,29図参照)



交 換 機 特 集 号 日立評論別一冊第46号

第29図 集 線 装 閏
(AC-3A乳濁は潤瑠肋袈侶)

d.3 連接集線装置(1)

同鉄中間駅の電話交換装mとして開発されたもので,従来連接電

話などを使用していた小間駅の電話は,この装置により埠独電話と

同等のサービスが与えられ,鉄道に沿っている加入者線ほ1群とし

て使用されるので使用能率が高くなり,かつ少数の回線で呼量が増

大する〔〕

(1)従

粁の特長は次のとこおりである｡

のI-`l動連接に比較して線路の使用能率がよくなり,

びうる呼嵐も多い｡

(2)青ぃ周洩ダイヤル方式を採川しているので交流電化地区で

も誘導による障7年がなく使川できる｡

(3)中継子㌻からの割り込み接続ができる=

(4) 3次セレクタのレベルを識別してインパルスを再送出す

る｡

(5)クロスバ機器を使用Lているので動作が安定で寿命が長

い｡

(6)局外装置は高さ755×幅500奥行800mmの側机形のきょ

う体に収容され,エリミネータ電源裳置せl勺歳している｡

第31図に木 置の中継プノ

7.緯

図を示す｡

R

以上述べたようi･･こ,交換機付帯装置,宅内装置として開発され,

(
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カロ入着
育三占

トランクぺ〃

クロスノ

′ご〔

J

スイッチ
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肝イHヒされた捏捌■7呈は国鉄,電力会社,電鉄会社,銀有,商社など

あらゆる方而の顧1如こ納入されて好評であるが,電話設腑の普及に

付い,今後も斯い､サービスの開発,実用化の研究を進める予定で

あるL_ 最後に本装置 用化にあたり種々ご助力,ご忠告をいた

だいた｢1本国有鉄道通信課各位,関西電九 東海銀行関酪各位およ

び什た製作所戸塚_工場 関係各位に厚く感謝の意を表する次第であ

る.｡
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